
第７回 近隣大学生との意見交換会

大学での研究・活動内容の発表や

大学生と協議会メンバーが一緒に

暖化問題の一端に触れる場

いつ； 平成 27 年 12 月 5

どこで；湘南 ND ビル 6 階 6

内容； 第１部 大学での研究・取組みの発表

第２部 今年のディベートのテーマは

か」。現代社会に深く係わりのある自動車について、その明と暗の

部分に光を当て、将来の車社会のあり方などを、

立場に

昨年の意見交換会；

参加学生の感想例；

■一つのテーマについて、年齢の上下に関係なく意見をぶつけ合うことは大切

だと思います。

■温暖化に対する取組みや問題を知り、夫々の大学や地域で

感じました。

■普段、考える機会や知識が無く、全く畑違いで見当違いな発言をしたかも知

れませんでしたが、違う世界を体験し楽しかったです。

■発表出来て良い経験になりました。自分の人生にとって良かった。

大学の発表

近隣大学生との意見交換会

活動内容の発表やディベート

大学生と協議会メンバーが一緒に考え、環境や地球温

に触れる場に参加しませんか

5 日（土）14:00～17:00

6-1 会議室（藤沢駅から徒歩 4 分）

大学での研究・取組みの発表

今年のディベートのテーマは「車社会は私たちの未来を豊かにする

。現代社会に深く係わりのある自動車について、その明と暗の

部分に光を当て、将来の車社会のあり方などを、楽観論と悲観論の

立場に分かれ議論します。

（自動車；自家用車を含む自動車全般を

■一つのテーマについて、年齢の上下に関係なく意見をぶつけ合うことは大切

■温暖化に対する取組みや問題を知り、夫々の大学や地域で取組まれていると

■普段、考える機会や知識が無く、全く畑違いで見当違いな発言をしたかも知

れませんでしたが、違う世界を体験し楽しかったです。

■発表出来て良い経験になりました。自分の人生にとって良かった。

ディベート「地球温暖化 楽観論と悲観論」

ディベートを通して、

環境や地球温

ませんか

私たちの未来を豊かにする

。現代社会に深く係わりのある自動車について、その明と暗の

楽観論と悲観論の

自動車；自家用車を含む自動車全般を表す）

■一つのテーマについて、年齢の上下に関係なく意見をぶつけ合うことは大切

取組まれていると

■普段、考える機会や知識が無く、全く畑違いで見当違いな発言をしたかも知

■発表出来て良い経験になりました。自分の人生にとって良かった。

楽観論と悲観論」


